
平成6年 7月30日

ふ,x. 
発行所

「京都ふるさとの集い連合会」事務局

京都市中京区烏丸通夷川｜上ル

京都新聞社事業局内
郵便番号 604

代表。75(222)2111内組2604
電話 075(222)2323 （直）
FAX 075(241)5909 

． 
ピ達ニュース

ふるさ初会‘

泊三、．京都ふる第 36号(1) 

第36号醐藤醸寵轄聾轟轟轟轟轟

創立~Q周年を祝ヨふるさと連

問
川
困

問
剛
州
剛

醐
醐

剛
出
回
醐

剛
山

京
都
ふ
る
さ
と
の
集
い
連
合

会
で
は
、
今
年
が
創
立
日
周
年

に
あ
た
り
、
平
成
6
年
度
の
定

時
総
会
と
記
念
式
典
な
ら
び
に

懇
親
会
を
7
月
1
日
、
京
都
市

上
京
区
の
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ

テ
ル
で
開
き
ま
し
た
。

定
時
総
会
に
は
、
京
都
府

・

市
の
関
係
者
と
、
各
県
の
大
阪

事
務
所
長
ら
多
数
の
来
賓
を
迎

え
、会
員
約
百
八
十
人
が
出
席
。

平
成
5
年
度
の
事
業

・
決
算
報

告
や
新
年
度
事
業
計
画

・
予
算

案
な
ど
審
議
を
行
い
、
満
場
一

致
で
こ
れ
を
承
認
。

総
会
終
了
後
、
会
場
を
一
階

宴
会
場
に
移
し
、
荒
巻
京
都
府

知
事
、
田
遷
京
都
市
長
、
坂
上

京
都
新
聞
社
長
ら
を
来
賓
に
迎

え
、
京
都
ふ
る
さ
と
連
創
立
日

周
年
記
念
式
典
と
懇
親
会
を
聞

き
ま
し
た
。

題
字

京
都
府
知
事
荒
巻

平成6年度定時総会キ貞



(2) 平成6年 7月30日ピ達ニュース当主第 36号

記
念
事
業
の
展
開
ヘ

6
年
度
予
算
案
な
ど
承
認

（ふるさと連総会）

/ 
・ふるさと連の定時総会・

るす
斗
叶
d検を案算予や画十業

J
J
lJ

事

l
r
一j
L

各
県
大
阪
事
務
所
長
ほ
か
、

来
賓
出
席
者
の
紹
介

（
順
不
同

．
敬
称
略
）

中
寺
幸
男
（
北
海
道
）
小
原

富
彦
（
岩
手
）
高
橋
玲
（
宮
城
）

榎
本
優
（
福
島
）
大
橋
敏
孝
（
秋

田
）
高
木
武
夫
（
栃
木
）
安
達

知
好
（
和
歌
山
）
宮
下
喜
仁
（
鳥

取
）
仲
山
尚
一
（
島
根
）
重
富

邦
男
（
山
口
）
熊
谷
和
成
（
香

川
）
高
木
義
人
（
福
岡
）
栗
山

久
生
（
佐
賀
）
木
場
田
賢
（
長

崎
）
漬
崎
義
幸
（
熊
本
）
宮
本

真
巨
（
熊
本
市
）
工
藤
義
見
（
大

分
）
山
野
達
雄
（
鹿
児
島
）
玉

城
要
成
（
沖
縄
）

H
以
上
県
大

阪
事
務
所
か
ら
お
迎
え
し
た
来

賓
各
氏
マ
京
都
府
府
民
相
談
室

長

・
長
谷
川
隆
彦
、
同
府
民
相

談
室
主
幹

・
梅
若
賢
治
マ
京
都

ホ
テ
ル
で
開
催
。
総
会
に
は
来

賓
と
し
て
迎
え
た
京
都
府

・
市

の
関
係
者
を
は
じ
め
各
県
の
大

阪
事
務
所
長
ら
山
名
も
出
席
。

平
成
5
年
度
の
事
業
と
収
支

決
算
報
告
な
ら
び
に
6
年
度
の

事
業
計
画
と
収
支
予
算
案
を
満

場
一
致
で
承
認
。
事
業
計
画
で

は
、
平
安
建
都
千
二
百
年
記
念

の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

日
月
6
日
に
御
池
通
り
を
会
場

に
展
開
さ
れ
る
「
京
都
ま
つ
り
」

に
京
都
、
ふ
る
さ
と
連
の
取
り
組

み
と
し
て
参
加
す
る
「
都
大
路

パ
レ
ー
ド
」
や
「
ス
テ
ー
ジ
出

演
」
に
「
交
流
ひ
ろ
ば
」
な
ど
、

京
都
、
ぶ
る
さ
と
連
日
周
年
記
念

に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
を
展

開
す
る
と
と
が
決
ま
り
ま
し

た市
市
民
部
広
聴
振
興
課
長

・
葛

西
宗
久
、
同
広
聴
振
興
課
長
補

佐

・
桐
浬
孝
男
マ
京
都
市

・
建

都
千
二
百
年
事
業
推
進
室
担
当

課
長

・
岩
崎
行
雄
、
同
推
進
室

担
当
主
任

・
藤
中
良
二
マ
京
都

ふ
る
さ
と
連
参
与
・
今
江
正

伍
、
京
都
新
聞
事
業
株
式
会
社

社
長

・
亀
井
励
H
以
上
各
氏
。

表
彰
を
受
け
た
功
労
者
の
み

な
さ
ん

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

【知
事
表
彰
】
増
山
義
三
郎

（
滋
賀
会
長
）
及
川
静
衛
（
岩

手
会
長
）
佐
々
木
照
允
（
島
根

会
長
）
藤
本
忠
雄
（
熊
本
理
事

長
）
谷
揮
要
父
衛
（
舞
鶴
新
潟

名
誉
会
長
）
佐
藤
健
夫
（
宮
城

会
長
）
右
田
明
（
熊
本
会
長
）

田
辺
哲
崖
（
岡
山
会
長
）
美
馬

陽
（
徳
島
会
長
）
小
柳
美
代
子

（
秋
田
会
長
）
麻
生
文
雄
（
広

島
会
長
）
矢
尾
政
市
（
兵
庫
会

長
）
宮
崎
琢
麿
（
福
岡
相
談
役
）

山
下
猛
夫
（
宮
崎
名
誉
顧
問
）

中
尾
芳
雄
（
佐
賀
会
長
）

【市
長
表
彰
】
鈴
木
一
（
和

歌
山
代
表
世
話
人
）
本
間
昭
之

助
（
山
形
会
長
）
大
津
昭
（
滋

賀
専
務
理
事
）
大
西
健
一
（
高

知
会
長
）
杉
山
修
（
静
岡
副
会

長
）
松
尾
平
市
（
長
崎
顧
問
）

橋
沢
宣
康
（
大
分
副
会
長
）
藤

原
武
夫
（
宮
崎
顧
問
）
阿
部
信

（
福
島
顧
問
）
大
村
テ
ツ
（
長

崎
顧
問
）
小
笠
原
英
松
（
青
森

会
長
）
南
清
隆
（
北
海
道
副
会

長
）
金
井
比
佐
美
（
高
知
副
会

長
）
可
児
明
義
（
岐
車
名
誉
会

員
）
平
岡
静
雄
（
広
島
監
査
）

【京
都
新
聞
社
長
表
彰
】

安
藤
千
鶴
子
（
さ
ぬ
き
理
事
）

越
後
守
弘
（
軟
田
名
誉
会
長
）

内
良
義
勝
（
山
口
顧
問
）
中
島

晴
彦
（
岐
阜
名
誉
会
員
）
中
西

美
代
蔵
（
滋
賀
副
会
長
）
半
樺

好
晶
（
宮
城
副
会
長
）
松
田
州

弘
（
沖
縄
会
長
）
中
治
作
（
島

根
副
会
長
）
谷
口
直
美
（
岩
手

副
会
長
）
一
ノ
橋
重
次
郎
（
青

森
理
事
）
有
村
正
生
（
鹿
児
島

「
新
た
な
出
発
点
に
」
力
強
い
盤
一
一口い

県人会功労者ら表彰
ふるさと連10周年記念式典

京
都
で
個
々
に
活
動
し
て
い

た
全
国
の
県
人
会
が
昭
和
印
年

に
結
集
し
、
京
都
ふ
る
さ
と
の

集
い
連
合
会
と
し
て
発
足
以
来

今
年
叩
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

創
立
叩
周
年
記
念
式
典
は
、

総
会
終
了
後
、
同
ブ
ラ
イ
ト
ン

ホ
テ
ル
一
階
宴
会
場
で
午
後
6

時
か
ら
荒
巻
京
都
府
知
事
、
田

漫
京
都
市
長
、
坂
上
京
都
新
聞

ァ
CR

F
一

点
有
一
京

一

京
都
ふ
る
さ
と
の
集
い
連
合
－
回
目
で
7
月
1
日
午
後
5
時
か

一会
の
定
時
総
会
は
、
今
年
が
叩
↑
ら
上
京
区
の
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン

あいさっする荒巻知事

社
長
、
南
京
都
府
総
合
府
民
部

長
の
ほ
か
、
多
数
の
来
賓
を
迎

え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
連
合
会
長
の
増
山
義
三

郎
氏
が
「
先
ほ
ど
総
会
を
と
ど

こ
お
り
な
く
終
え
ま
し
た
。
お

か
げ
を
も
ち
ま
し
て
京
都
、
ふ
る

さ
と
連
は
今
年
、
創
立
叩
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
叩
年
の
節
目
を
新
た
な
出

発
点
と
し
て
他
の
役
員
の
方
々

と
共
に
連
合
会
発
展
に
尽
く
す

所
存
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
つ

づ
い
て
来
賓
の
荒
巻
知
事
と
田

漫
市
長
か
ら
「
建
都
千
二
百
年

を
み
な
さ
ん
と
と
も
に
迎
え
ら

れ
、
喜
び
に
た
え
な
い
。
今
後

と
も
末
永
く
京
都
の
発
展
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞

副
会
長
）
【連
合
会
長
表
彰
】
田
中
誠

一
（
北
海
道
常
任
理
事
）
深
田

修
作
（
広
島
幹
事
長
）
浅
野
間

正
典
（
岡
山
幹
事
）
石
井
勲
（
福

岡
事
務
局
長
）
岡
繁
信
（
さ
ぬ

き
副
会
長
）
江
嶋
正
生
（
大
分

理
事
）
兼
子
俊
一
（
静
岡
事
務

局
長
）
堀
江
輝
男
（
熊
本
常
任

理
事
）
大
城
敏
信
（
沖
縄
常
任

理
事
）
渡
辺
厚
男
（
鹿
児
島
副

会
長
）
渡
辺
弥
七
（
福
島
前
事

務
局
長
）

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
つ
づ
い
て
京
都
、
か
る
さ

と
の
集
い
連
合
会
創
立
日
周
年

を
記
念
し
て
県
人
会
会
員
の
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
都
、
ゆ
る
さ
と
連
山
年
の
歩

み
の
な
か
で
連
合
会
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
方
や
、
各
県
人
会
の

運
営
と
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方

た
ち
を
さ
る
四
月
に
各
県
人
会

か
ら
の
推
せ
ん
を
受
け
、
こ
の

日
京
都
府
知
事
、
京
都
市
長
、

京
都
新
聞
社
長
、
京
都
ふ
る
さ

と
連
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
最
後

に
受
賞
者
を
代
表
し
て
京
都
熊

本
県
人
会
の
藤
本
忠
雄
理
事
長

が
「
出
身
県
と
第
二
の
ふ
る
さ

と
京
都
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

も
一
一
層
県
人
会
と
、
連
合
会
発

展
に
努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。



平成6年 7月30日京都ふる

10年の喜び「乾杯」

第 36号(3) 

和やかに210人

平
成
6
年
度
の
京
都
、
ふ
る
さ

と
連
懇
親
会
は
7
月
1
日
午
後

6
時
か
ら
、
創
立
叩
周
年
記
念

式
典
に
続
い
て
京
都
ブ
ラ
イ
ト

ン
ホ
テ
ル
で
、
荒
巷
京
都
府
知

事
、
田
辺
京
都
市
長
、
坂
上
京

都
新
聞
社
長
を
は
じ
め
、
各
県

大
阪
事
務
所
長
、
京
都
府

・
市

の
関
係
者
ら
を
来
賓
に
迎
え
、

総
勢
二
百
十
名
が
出
席
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
坂
上
京
都
新
聞
社
長 桐山都喜子さんの独唱 「乾杯」で盛り上がる懇親会

平成6年 3月31日現在
【支出の部】

彩十 目 金額（円） 存｝ 目 金額（円）

前年毘繰越金 6.285 定時総会、懇親会経費 1.586.233 
5年度会費（37県人会） 740.000 実務者交流会経費 640.000 
京都府補助金 1.000.000 鴨川納涼出演他経費 329.840 
京都市補助金 1.000.000 ボウリング大会開催費 395.566 
定時総会会費 819.000 東海、近畿ブロック レク経費 133,900 
実務者交流会会費 610.000 会報制作費（32～35号 4回） 1.000,000 
ボウリング大会参加糾 134.000 1200年記念カレンダー制作費 185.400 
東海 ・近畿ブロックレク経費 130.015 ネンリンピック出演、出店経費 124.400 

1 2 0 0年記念カレンダ一、ガ 230.260 
郵便運搬費 155.894 

イドブック販売代金 事務用品、諸紙印刷費 104.421 
雑収入（預金利息、祝儀） 26.261 会議費 35.000 

次年度繰越 5. 167 

メEコ"'- 言十 4.695.821 －€コ"'- 言十 4.695.821 

平成5年度収支決算書
【収入の部】

が
乾
杯
の
音
頭
に
立
っ
て
「
日

本
陸
連
と
、
私
ど
も
京
都
新
聞

社
が
、
昭
和
問
年
に
全
国
都
道

府
県
対
抗
女
子
駅
伝
の
第
1
回

目
を
開
催
し
、
そ
の
す
ぐ
あ
と

に
京
都
の
個
々
の
県
人
会
が
結

集
し
て
設
立
さ
れ
た
京
都
、
hv
る

さと連が今年、山周年を迎

えられ、連合会事務局を置

く京都新聞社としてまこと

に慶びに耐えないところで

す」とあいさつし、杯を上

げました。

全員で乾杯発生した直

彩十 目 金額（円）

1.110.000 
1.920.000 

500.oog 
1. 000, 00 
1.000.000 
30.000 
5. 167 
5.565.167 

平成6年度収支予算書
【収入の部】7月

7月
8月
9月
10月
11月
11月

平成6年度事業計画
定期総会と懇親会
第 1回役員会
鴨川納涼協力事業
県人会実務者交流会
第 2回ゴルフ大会
京都まつり協力事業
第 7回ボウリング大会
会報「ふるさと連ニユース。
発行（京都新聞社へ制作委託）

新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ

う
府
民
運
動
や
祝
祭

・
京
都
創

生
一
二

O
O年
な
ど
、
平
安
建

都
一
二

O
O年
記
念
へ
の
協
力

活
動

後
、
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て
広
く

活
躍
さ
れ
い
る
桐
山
都
喜
子
さ

【支出の部】

彩｝ 目 金額（円）

(5, ~50 6 ooob 

事業高禁議ゴ費音川誇ルワま響酬フリ義大ンiノ与なグ諸主大開どを務鶴会言催童実開費麓催会長費街畳羽催費

.4 o.o 0 
300.000 
450.001 400.00 
500.00 

ユース」 1. 000, 00 
行二）

運！事撞

(515.167) 
130.000 
180.000 
80.000 
70.000 
55.167 
5.565.167 

ん
が
、

「
乾
杯
」
を
独
唱
。
ピ

ア
ノ
演
奏
は
村
田
良
子
さ
ん

で
、
こ
の
二
人
は
京
都
秋
田
県

人
会
の
小
柳
美
代
子
会
長
の
お

嬢
さ
ん
で
実
の
姉
妹
。
記
念
式

典
に
、
ふ
さ
わ
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
で

披
露
し
、
拍
手
喝
さ
い
を
浴
び

ま
し
た
。
こ
の
あ
と
参
加
者
た

ち
は
和
や
か
に
、
歓
談
し
、
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

そ
し
て
宴
た
け
な
わ
に
雰
囲

気
が
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ

年 4回

で
、
熊
本
県
人
会
の
藤
本
忠
雄

さ
ん
が
「
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
第
二
の
ふ
る
さ
と
京
都
に
、

建
都
千
二
百
年
を
記
念
し
て
い

の
ち
の
森
基
金
へ
協
力
し
よ

う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
出
席
会
員
や
来
賓
の
方

か
ら
、
十
三
万
八
千
九
百
五
十

八
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
ふ
る

さ
と
連
事
務
局
を
通
じ
て
同
基

金
事
務
局
へ
寄
託
さ
れ
ま
し

た

年
会
費
を
改
正

京
都
ふ
え
て
、
平
成
6
年
度
役
員
会

る
さ
と
連
の
年
会
費
は
従
来
な
ら
び
に
総
会
に
は
か
り
承

二
万
円
で
し
た
が
、
連
合
会
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
平
成

創
立
以
来
こ
の
十
年
の
経
過

6
年
度
分
か
ら
三
万
円
と
さ

に
郵
便
料
ほ
か
諸
経
費
の
値
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

上
が
り
と
、
積
極
的
な
活
動
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力

展
開
を
行
う
た
め
に
は
予
算
願
い
ま
す
。

面
で
の
苦
し
い
現
状
を
、
小
中
ま



6
県
人
会
に
新
会
長

(4) 平成6年 7月30日

し
ま
し
た
。
新
た
に
県
人
会
会

長
、
代
表
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

を
北
か
ら
順
に
紹
介
し
ま
す
。

マ
北
海
道
ク
ラ
ブ

・
石
川
公

三
会
長
マ
富
山
県
人
会

・
金
剛

政
次
会
長
マ
栃
木
県
人
会

・
五

昧
淵
礼
三
会
長
マ
山
口
県
人
会

．
平
井
芳
人
会
長
マ
さ
ぬ
き

（香
川
）会

・
片
間
憲
男
会
長
マ

宮
崎
県
人
会

・
近
藤
至
伸
会
長

ピ連ニュース当主京都ふる

11月の 「京都まつり」に参加

京の各県人会が地元に招請

建
都
千
二
百
年
記
念
事
業
の

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

日
月
6
日
（
日
）
に
御
池
通
り

（堀
川

河
原
町
間
）
を
舞
台

に
展
開
さ
れ
る
「
京
都
祭
り
」
に

涜山一寸白皆県手岩

ら

京
都
、
か
る
さ
と
連
の
協
力
事
業

と
し
て
京
都
各
県
人
会
が
地
元

県
へ
の
招
請
で
、
次
の
各
県
か

ら
の
参
加
に
よ
る
都
大
路
パ
レ

ー
ド
や
、
ス
テ
ー
ジ
出
演
な
ど

展
開
し
ま
す
。ご
支
援
下
さ
い
。

マ
青
森
県

・
ね
ぷ
た
祭
り
マ

岩
手
県

・
天
天
踊
り
マ
秋
田
県

タ
カ
ノ
ス
大
太
鼓
マ
静
岡
県

・

港
カ
ッ
ポ
レ
と
次
郎
長
部
人
衆

マ
福
岡
県

・
博
多
ど
ん
た
く
節

マ
熊
本
県

・
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
マ

徳
島
県
・
阿
波
踊
り
り
以
上
都

大
路
パ
レ
ー
ド
参
加
。

マ
岩
手
県

・
一二
ヶ
尻
鹿
踊

り
、
岩
崎
鬼
剣
舞
マ
福
島
県

・

ミ
ス
会
津
ら
白
虎
隊
剣
舞
マ
新

潟
県

・
佐
渡
お
け
さ
踊
り
マ
石

川
県
・
御
陣
乗
太
鼓
マ
滋
賀
県

．
江
州
立
目
頭
マ
島
根
県

・
石
見

神
楽
マ
沖
縄
県

・
琉
球
舞
踊
H
U

以
上
ス
テ
ー
ジ
出
演
参
加
。

第 36号

会
場
を
チ
ン
チ
ン
電
車
も
走
る

全
国
都
市
緑
化
き
ょ
う
と
フ
ェ
ア

全
国
都
市
緑
化
き
ょ
う
と
フ

ェ
ア
は
「
緑
の
文
化
」
そ
の
伝

統
と
創
生
を
テ
l
マ
に
9
月
お

日
か
ら
日
月
却
日
ま
で
京
都
市

下
京
区
の
梅
小
路
公
園
と
、
相

楽
郡
精
華
町
の
学
研
記
念
公

園
で
華
々
し
く
開
催
さ
れ
ま

す。
梅
小
路
会
場
で
は
、
美
、
昧
、

匠
、
そ
し
て
緑
の
文
伯
と
京
都

ら
し
さ
に
ふ
れ
る
「
町
家
ゾ
ー

ン
」
子
供
た
ち
の
遊
び
心
と
好

奇
心
い
っ
ぱ
い
の
「
遊
び
の
ゾ

ー
ン
」
、
京
の
心
と
技
で
作
り

あ
げ
た
庭
園
や
テ
1
マ
館
の
ほ

か
、
日
本
で
初
め
て
京
都
の
街

を
走
っ
た
チ
ン
チ
ン
電
車
が
会

場
内
を
走
行
。
ま
た
、
懐
か
し

い
蒸
気
機
関
車
（
S
L
）
の
展

示
館
な
ど
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

平
成
5
年
度
中
に
各
県
人
会
一
た
4
人
が
退
任
せ
れ
、
六
つ
の

会
長
が
二
人
な
く
な
ら
れ
、
ま
一
県
人
会
で
新
し
い
会
長
が
誕
生

。

るど祝都でら い詩か続 30しう美催三 2月
さ、祭市、夜タまとりけ年く」しさ条臼 6第
と啓京緑鴨 10方すし京て閉すとミいれ大間日 25
芸発都他川時 5 0 てのおにる J 11ま橋、 （ 回

苧7型雪量ご雪 喜害只定余聞をて占問主婦
民ナ手う境ろろ し風すつ過を残「条西 7川
謡 l士と美まか て物って去美そ子大岸田納
。ー フイじ 供楕河（涼
マ全百ェゃ く8月6、7日＞ た間川日」
ジ国年ア全 目由市由一一－－ー一司ー－司 ちで敷）が
、、な ・国 川』出川 lI l j 11 1~以川｜山川 に開のの 8
鴨川I~ 11 I ！細川！？トlこ目と 予 川仰』 l~ l川 li11171州川市川 lふメトク

との民ま定 一一一ー一一一ー一一一ー一一ーー ナるなコな
に 7謡たで ふるさと産品特売も lさど ｜ど
な日やスす ととふナス
つ（踊テ 。10長手とて連年で涼ぱ、産れ ｜テ
て日り i 県崎、特、のも賑みい楽品あ、 ｜
い）なジ 人、島産各協京わ客でしのい人ジ
まにどで 会神根品県力都いら、い展コ形で
す披、も が縄 、即の事ふま約毎催示 l劇の
。露第ふ 出ほ山亮ふ業るす 10年し即ナやイ
す 2る 店か口にるとさ 。万、い売！アベ
る日さ の約 、岩さしと今人タつコ 、ニン

沖縄 ・琉球舞踊

で
す
。
本
会
場
の
入
場
券
は
、

「
緑
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
し
て

主
な
旅
行
代
理
店
、

J
R西
日

本
の
主
な
駅
の
緑
の
窓
口
、
京

都
市
観
光
案
内
所
、
京
都
市
交

通
局
各
案
内
所

・
地
下
鉄
売

店
、
京
都
花
商

・
園
芸
商
加
盟

店
な
ど
で
発
売
中
で
す
。
パ
ス

ポ
ー
ト
の
特
典
と
し
て
京
都
有

名
社
寺
の
拝
観
料
割
引
や
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
グ
ル
メ
、
展
覧

会
な
ど
入
場
劃
引
の
ほ
か
、
前

売
入
場
券
に
限
り
記
念
品
が
当

た
る
抽
せ
ん
付
き
と
な
っ
て
い

ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
前
売
大

人
千
円
、
大
学
生
九
百
円
、
高

校
生
七
百
円
、
小

・
中
学
生
五

百
円
。
そ
の
他
団
体
割
引
も
あ

り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先
は
雷

（

3
4
1）

6
1
51
H
全
国

都
市
緑
他
き
ょ
う
と
フ
ェ
ア

・

入
場
券
販
売
管
理
本
部
。

永
末
英
一
氏

（
な
が
す
え

．
え
い
い
ち
H
元
民
社
党
委
員

長
、
前
京
都
福
岡
県
人
会
会
長
）

7
月
刊
日
午
前
6
時
羽
分
、
心

不
全
の
た
め
京
都
市
左
京
区
の

日
本
パ
プ
テ
ス
ト
病
院
で
死

去
、
百
歳
。
福
岡
県
出
身
。
自

宅
は
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
南

日
吉
町
却
。
密
葬
は
7
月
ロ
日

午
後
1
時
半
か
ら
京
都
市
東
山

区
下
河
原
町
、
園
徳
院
で
。
喪

主
は
妻
の
美
知
さ
ん
。
な
お
、

民
社
党
葬
は
7
月
白
日
午
後
1

時
か
ら
京
都
市
下
京
区
堀
川
通

正
面
下
ル
、
本
願
寺
会
館
で
。



京
都
北
海
道
ク
ラ
ブ

日
一
曲
目
仰
の
総
会

6
月
打
日
午

日
一

後
6
時
か
ら
南
区
竹
田

月
一街
道
八
条
下
ル
、
ホ
テ
ル
京
阪

前
一で
開
催
。

戸口
一
成

一

平

一
さと連ニュース
た花ホ 企 会水 】

見テ )It( 員八 且!"l
懇ル －y - 家幡 ”‘
親嵐 11総 族で前花
ム山日寺 会京 ら開 11見京
芸で半 都 で催時 会都
盛聞か 4岩 賑」に 青
催ら月 手 う晴八 4 森
り。右 3県 。芙幡月 県
上空京日 人 台市 3人
が表区午 会 下石日会
つ宍の前 の 、清午の

第 36号 京都ふる

高空 ~＇＼ ~ 2 ~霊 ハ
催条 ・4 崖 ~6 わ区 ふ・
。上 11総でか総れ黒 12殉
ル時 会京 開ら 会京 ま谷日 難京
、か 都 催宇 都 しの午者 都
ホら 4長。治 6栃た紫後法会
テ東月野 市月 木 。雲 1要津
ル山 10県 塔 26県 石時会 会
東区日 人 ノ日 人 西半 の
山東午会 川正会 雲か 6戊
閣大前 の 、午の 院ら月 辰

警の
上月慰
漆 25霊舞
原日祭鶴
の午 と新
天前 観潟
然 11桜県
寺時 会人
でか会
開ら 4の

催
。
ま
た
総
会
は
5
月
8
日
正

午
か
ら
宮
津
市
由
良
の
汐
汲
苑

で
開
催
。
京
都
新
潟
県
人
会
の
親
睦
会

7
月
叩
日
午
前
8
時
加
分
四

条
大
宮
を
出
発
し
、

J
R京
都

駅
八
条
口
経
由
の
貸
し
切
り
パ

ス
で
琵
琶
湖
め
ぐ
り
を
催
し
、

会
員
家
族
ら
で
楽
し
ん
だ
。

h

京
都
富
山
県
人
会
の

川
Mm
一
総
会

6
月
四
日
午
前

4

日
時
か
ら
下
京
区
木
屋

町
通
五
条
上
ル
の
鶴
清
で
開

催。開富 - テ京 ~
催小 恥踊 ル区 匠明
。路 、W で二 喧 L.ilj
西 6総 開条日 合
の時 会京 催城午 会石
ニか 都 。前前 の川
ユら 4福 の 11総 県
｜中月井 京時 会人
松京 5県都半 会
風区日 人 国か 5京
閣六午 会 際ら月 都
で角後 の ホ中 22連

京
都
和
歌
山
県
人
会

問
》
の
総
会

6
月
四
日
午

前
日
時
半
か
ら
中
京
区

三
条
通
河
原
町
東
入
ル
、
が
ん

こ
寿
司
で
開
催
。

v

京
都
岡
山
県
人
会
の

帽
》
由
三
白
会

3
月
3
日、

司

4
月
4
目、
5
月
6
日、

7
月
4
日
の
い
ず
れ
も
午
後
6

時
か
ら
河
原
町
通
竹
崖
町
東
入

「
ざ
が
し
て
く
だ
さ
い
、
の
見
え
る
丘
公
園
な
ど
の
観
の
い
い
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
類
を
使
っ
た
料
理
は
、
呼
子
名
の
陣
跡
が
散
在
し
て
い
川

川
佐
賀
の
色
」
玄
界
灘
の
さ
わ
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
れ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
港
町
。
の
お
い
し
い
顔
と
な
っ
て
い
る
。
今
か
ら
四
百
年
前
、
朝
川

川
や
か
な
風
が
、
好
奇
心
を
誘
玄
海
に
浮
か
ぶ
天
然
の
良
港
こ
こ
の
名
物
の
鯛
の
生
盛
ま
す
。
ま
た
呼
子
の
朝
市
は
、
鮮
半
島
侵
略
を
も
く
ろ
ん
だ
川

川
う
東
松
浦
半
島
の
旅

呼
子
・
呼
子
は
、
別
名
「
水
光
呼
り
、
イ
力
、
イ
セ
エ
ビ
の
生
印
年
の
伝
統
を
も
っ
輪
島
豊
臣
秀
吉
が
出
兵
の
基
地
と
川

川

町

。

子

」

の

名

で

知

ら

れ

、
活
さ
き
造
り
な
ど
、
新
鮮
な
魚
介
や
、
高
山
と
並
び
日
本
三
大
し
た
名
残
で
、
現
在
は
国
の

川

ハ
ー
プ
を
並
べ
た
よ
う
な

i

L

I

，
‘
；
i
4
i
p
｝

・

2

特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
石
川

川
呼
子
大
橋
を
渡
る
と
自
葉

県

一

埜

史

と

示

混

と

毎

刀

李

垣
、
基
礎
石
、
旗
竿
石
な
ど
川

f
F
U
H
H
M
E
J

，4・r」
4
4
R

、v
U
／

lv

一3
一

川
観
に
恵
ま
れ
た
加
部
島
。
こ

担
貝
｜
｜
J

a

一
－
E

が
当
時
を
し
の
ば
せ
て
い
ま
川

川

こ

は

佐

用

姫

伝

説

の

田

島

神

佐

玄

海

に

臨

む

呼

子

、

名

護

屋

城

跡

す

。
こ
こ
に
は
昨
年
月
、

川

川
社
、

風

車

が

シ

ン

ボ

ル

の

風

日

韓

の

歴

史

調

査

・

交

流

の

川

マ

一

一

：

い
雌

覇

櫨

醸

欝

鰍

ム

宗

務
一

圃

圃

園

間

朝
市
の
ひ
と
つ
に
か
ぞ
え
ら
拠
点
と
し
て
「
佐
賀
県
立
名
川

φ

〉－一市
J

一J
…
合
組
園
田
掴
駒
瀬
楢
棚
機
欝
瀦

一：…ゐ脇町い

胡
闘
圃
圃
圃
・
園
圏
闇
れ
て
い
ま
す
。
玄
界
灘
で
と
護
屋
城
博
物
館
」
が
オ
l
プ

川

ぺJ
V
J
i
J
J

二
日
議
騒
i
v謬

L
H川
M
W
f
J
F
V
一一

γ組
閣
園
調
髄
翻

れ
た
て
の
魚
介
類
や
海
の
幸
ン
し
、
観
光
客
の
注
目
を
集
川

＋
、
議
一
一
山
v

一令
γtて
幽聞
震

i
J謹
一
T
畿

一

二

日

一

舟

741畿
務
山
ぺ
「
値
圏
圃
園
園
田
間
関
脇
闘

fr仁川叫ん一一一時一一一一一…一九一一一一一
二

鞠

欝

鱗

臨

闘

韓

問

包

括

伺

光

め

れ

UHF7月四
日
…

柳川一一日

7
2
畿
欝
4
Ji品
川

一

一

γ檎
廷

畠
・
・
閣

w
舗

一
方
、
名
護
屋
城
跡
の
周
か
ら
釘
日
問
、
佐
賀
県
有
田
川

J

＼＼…町一一…一一がい川…
1JW
一一…

fJN醸
吟

長

一

一

一

一

議

一

一

一

週
掴

韓

関

固
に
起
伏
す
る
丘
陵
に
は
、
地
区
で
「
や
き
も
の
文
化
」
川

一一一一一一一一一

u
i齢
顧

問

畑

一

一

子

品

納

舗

百

i
i諸大石
J
U
U
J
f

hJJ趨
闘

鶴

川

怒

川

町

一
一
一
一
三
川
町
麟

長

士

一

日

諸

問

往

時

詔

一

一

川町……一一一－

d岡
龍

欝

鐘

尚

一

川

市

藤

1

江
川
一一

111三
－一一…

了
叩
…
〆
忠
一
一
三
二
醐
圃

易

機
織
鰯
観
察
綴

Jγ

日
開
麟

LJ三－一
J

川
議
機
機
器

一
テ
ル
で
会
員
・
荒
巻
禎
一
氏
の
一

l
b

京
都
宮
崎
県
人
会
の

5
＋

人
i

＋

J
：γ

幽圃・・1b
V錨
醗
務
機
織
勝
一
端
F
7臨
概
猶
聞
編
縄
人

3
一

日

二

機

織

機

級

機

鱒

鶴

一

↑

l
b
H

燃
側
側
線
開
…
…
一
線
機
織
線
機
組
週
・
開
州一議
機

幽

瞬

議

機

鞠

機

綴

醐

鶴

鰯

4

綴
綴
機
機
趨
蹴
一
京
都
府
知
事
当
選
祝
勝
会
を
兼
一

am興
総
会

5
月
8
日
午
前

テ
泳
三
樹
一
応
鱒
毅
雄
鶴
W勺
龍

一

ね

て

開

催

。

一

J
時
半
か
ら
東
山
区
の

ル
、
石
長
松
菊
園
で
開
催
。
ま
一

京
都
鳥
取
県
友
会
の

一
民
や
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
。
一
京
都
大
分
県
人
会
の

一
都
ホ
テ
ル
で
開
催
。

た
総
会
は
6
月
4
日
正
午
か
ら
一

U
総
会

5
月
幻
日
午
後
一

ル
京
都
山
口
県
人
会
の
ゐ
〉
総
会

6
月
4
日
午
後
一

｝
京
都
鹿
児
島
県
人
会

烏
丸
通
下
長
者
町
、
護
王
神
社
一
零
時
半
か
ら
西
京
区
樫
一

【
申
総
会

6
月
4
日
午
後
一

6
時
か
ら
中
京
区
堀
川
一

白
剤
の
総
会

7
月
3
日
午

で

開

催

。

一

原

、

京

料

理

笥

亭

で

開

催

。

一

『

6
時
か
ら
中
京
区
河
原
一
丸
太
町
角
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
京
一
前
日
時
か
ら
東
山
区
三

京
都
広
島
県
人
会
の

一

l

京
都
島
根
県
人
会
の

一
町
蛸
薬
師
下
ル
、
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
一
都
で
開
催
。
一
条
大
橋
東
入
ル
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

＆

総

会

5
月
官
午
後
↑

や
石
見
神
楽
奉
納

祇
園
一
ン
へ
ン
京
都
大
使
館
で
開
催
。
一

’
京
都
長
崎
県
人
会
の

丁
目
昇
で
開
催
。

2
時
半
か
ら
平
安
神
宮
一
祭
り
宵
山
の
同
日
午
後
一

京
都
福
岡
県
人
会
の

一
閉
山
M
総
会

5
月
別
日
午
後
一

1

京
都
沖
縄
県
人
会
の

の
庭
園
ほ
か
観
賞
し
た
あ
と
午
一

7
時
か
ら
祇
園
八
坂
神
社

・
能一

組
守
総
会

5
月
日
日
午
後
一

1

6
時
か
ら
下
京
区
烏
丸
一

＠
回
総
会

5
月
日
日
午
後

後
5
時
半
か
ら
左
京
区
岡
崎
の
一
楽
堂
で
上
演
。
毎
年
こ
の
時
期
一

6
時
半
か
ら
下
京
区
堀
一
通
塩
小
路
角
の
京
都
タ
ワ
l
ホ一

2
時
か
ら
下
京
区
新
町

今
昔
で
開
催
。
一
に
奉
納
し
て
お
り
、
多
く
の
市
一
川
通
五
条
下
ル
、
京
都
東
急
ホ
一
テ
ル
で
開
催
。
一
七
条
下
ル
、
新
町
会
館
で
開
催
。



(6) 平成6年 7月 30日

明
の
地
、

H

平
安
京
μ

の
誕
生

で
す
。
春
の
桜
、
秋
の
紅
葉
。

四
季
の
変
他
の
美
し
い
こ
の
新

し
い
都
で
、
以
後
四
百
年
に
わ

た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
歴
史

9
月
包
日
か
ら

建
都
千
ニ
百
年
記
念
展

延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
、

桓
武
天
皇
は
長
岡
京
か
ら
都
を

京
都
盆
地
に
遷
し
ま
し
た
。
東

に
鴨
川
、
直
に
桂
川
が
流
れ
、

三
方
を
山
に
固
ま
れ
た
山
紫
水

ピ連ニュース京都ふる

平安京の巨大模型の完成予想図

当主
、．第 36号

の
か
ず
か
ず
を
、
い
ま
こ
こ
に

匙
ら
せ
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
平
安
京

と
そ
れ
を
取
り
囲
む
自
然
を
縮

尺
千
分
の
一
と
い
う
大
型
模
型

で
再
現
、
豊
楽
殿
の
内
部
な
ど

新
京
の
全
貌
も
細
か
に
復
元
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
貴
族
か
ら

庶
民
ま
で
、
平
安
京
に
住
む
人

々
の
哀
歓
を
生
活
風
景
の
な
か

に
映
し
出
し
、
そ
の
舞
台
と
し

て
の
王
城
守
護
の
寺
社
の
数

々
、
旅
と
文
学
、
信
仰
と
祭
礼

な
ど
を
、
国
宝
・
重
要
文
化
財

をはじめ、平安美術の粋と

ともに展示します。さらに

は、その巨大・奇抜な造形

で、人々の耳目を驚かせた

白河法勝寺の全容を復元。

現在に寺籍を継承する近江

坂本西教寺の仏像も旧地に

里帰りします。

そのほか冷泉家の生活を

什宝と一緒に初公開、京都

市の二一OO年の地層を発

掘時のまま、出土遺物とと

もに展示するなど、多面的

な工夫で平安という時代を

眼前にわかりやすく展開し

ます。

なお、会場の周辺におい

ては、蹴鞠・来迎会・相撲・

田楽・白拍子舞など、王朝

の諸芸能が公開されます。
大 人 大・高生 中・小生

当日 1. 2 0 0円 8 0 0円 4 0 0円

前売 8 0 0円 6 0 0円 3 0 0円

団体（20名以上） 6 0 0円 4 0 0円 2 0 0円

会
期
・
・9
月
幻
日
（
金
）

i
m月
お
日
（
日
）

（
休
館
日
は
休
日
以
外

の
月
曜
日
及
び
叩
月
日
日

（火）会
場
・・
京
都
市
美
術
館
及
び

周
（
京
都
市
左
京
区
岡
崎
公
園

内
）
前
売
券
は
主
要
旅
行
代
理

店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

各
種
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売

中。
お
問
合
せ
は
・
・
京
都
市
企
画

調
整
局
建
都
一
二

O
O年
事
業

推
進
室
（
0
7
5
1
2
1
3
1

0
1
2
0）
 

お求めは、最寄りの書店、京都新聞販売所、京都新聞文化センターへ。京都新聞社出版部

圃
一
彩
色
木
版
画
集

中
川
邦
昭
写
真
・
文
圃
一
，
、
J
E

－－
a
z
E

赤
井
達
郎
解
説

－
一
割
問
声
＝

E
一町

i
描かれた江戸時期の京名所｜五、八
O
O円

林
屋
辰
三
郎
序
文

圃
一
幕
末
期
の
名
所
や
風
物
、
庶
民
の
姿
を
描
い
た
中
判
錦
絵
が
今
蘇
る
。
祇
園
、
四

国
一
条
河
原
、
嵐
山
、
伏
見
、
稲
荷
な
ど
百
景
の
各
図
解
説
と
現
況
写
真
も
併
載
。

上
田
正
昭
編
一
一
千
年
の
息
吹
き
｜
京
の
歴
史
主
語

村
井
康
彦
圃
一
京
の
歴
史
を
彩
っ
た
人
物
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
か
｜
。
平
安
京
か

園
一
ら
鎌
倉
末
期
（
上
巻
て
鎌
倉
末
期
か
ら
江
戸
初
期
（
中
巻
）
計
防
人
の
歴
史
群
像
。

悌
教
大
学
編
一
一
京
都
の
歴
史
1
平
安
の
隆
江
見
四
時
間

圃
一
古
代
か
ら
平
安
京
ま
で
（
1
て
鎌
倉
、
室
町
か
ら
応
仁
の
乱
ま
で
（
2
）
、
古
代
か

圃一

ら
都
、
町
へ
と
成
熟
し
て
い
く
京
都
の
諸
相
を
分
か
り
ゃ
す
く
諮
る
。

河野俗子著一謙一口一議
F
2
3

一
、
六

O
O円

竹村俊則著
一
諒
指
一
時
計
器
詰
一、二
O
O円

神
崎
憲
一
箸
一
一
京
都
画
壇
散
策
！
あ
る
美
術
記
jd開計

加
藤
類
子
園
珊
圃
一
幸
野
楳
嶺
、
竹
内
栖
鳳
、
上
村
松
園
ら
近
代
日
本
画
の
巨
匠
た
ち
と
親
密
な
交
流
を

圃一

続
け
た
美
術
記
者
が
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
掘
し
て
巨
匠
の
素
顔
に
迫
る
。

京都市中京区島丸通東川上ル ！！075(241)6192＜直通〉

島田康寛著
一一変
容
す
る
美
意
識
｜
日
本
洋
疋
持
配

圃
一
洋
画
受
容
期
的
明
治
、
白
華
派
の
大
正
、
二
科
・
独
立
の
昭
和
ま
で
、
日
本
洋
画

m

－
一
年
の
流
れ
と
、
浅
井
忠
、
岸
田
創
生
、
梅
原
龍
三
郎
ら
7
人
の
巨
匠
の
芸
術
を
解
説
。

滋賀値物肩
一一び
わ
湖
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
一
、
一
一

8円

同

好

会

i
E
一
琵
琶
湖
と
そ
の
周
辺
の
野
山
を
め
ぐ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
で
、
家
族
連
れ
の
手

圃
一
軽
な
日
帰
り
コ

l
ス
か
ら
、

l
泊
コ
ス
ま
で
必
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l
ス
を
紹
介
。

神
圏
雲
著
一一京
都
の
花
木
百
科
鎗
r冬
〉
各
一
一
、
六

O
O円

圃
一
春
の
花
木

m種
（
春
）
、
初
夏
か
ら
冬
の
別
種
（
夏
秋
冬
）
、
の
花
木
の
花
、
実
、
樹

園
一
皮
、
樹
形
な
ど
、
生
態
を
見
事
に
と
ら
え
た
カ
ラ
！
写
真
と
解
説
で
紹
介
。



(7) 第 36号 京都ふるさど達ニュース 平成6年 7月 30日

「京都ふるさとの集い連合会J参加県人会名簿 00県人会の正式な名称はそれぞれ頭に「京都」がつきます（平成6年7月現在）
会 名 会 長 県人会への連絡先

北海道 ク フ ブ 石川公コ T603北区平野宮本町田石川つづれ側内
石川公三 まま（461)1161 

青 森 県 人 ~』~ 小笠原英松 T604英中松尽区夷川通富小路西入ル青森屋内
小笠原 合 （256)2149

岩 手 県 人 ~』玄 及川静衛 T602上尽区日暮通中立売下ルオリオン側内
及川静衛 含 （415)0022

F昌‘『 城 県 人 会 佐藤健夫 T601-ll西尽守区御陵大枝山町6丁目2915 
事務局高橋 まま（332)8045

山 形 県 人 ~ 本間昭之助 T605育東匡山区祇園田丁北側27俵屋画廊内
松本顕 ft(561)8303 

関西福島県人会京都会 森田嘉一 T530大大阪市北所区梅田13-1-900駅削第1ビル9F
福島県阪事務 まま06(343)1721

事火 田 県 人 ~』~ 小柳美代子 T602上尽区寺町通今出川上ル上立売西入ル
小柳美代子 霊堂（241)1548 

新 j馬 県 人 ~』~ 安城欽寿 T524-01守山市水保町1255224 
金子敏雄 ft0775(85)5091 

舞鶴新潟県人会 西野 正 T625舞鶴市愛宕中町10-3附都屋
西野正 ft0773 (62) 1910 

富 山 県 人 会 金剛政次 T602上尽区一条通御削西入二丁目西町63
古野栄作 ft(463)4090 

石川県人会京都連合会 表 権七 T600下次尽方区中堂寺南町10
上倉又 ft(313)5743 

全京都石川県人会 古地正雄 T600下尽区七条通大宮東入ル尽都新聞大宮販売所
古地正雄 ft(371)50引

福 井 県 人 ~』~ 畑 政作 T600下京、区東洞院仏光寺上ル鮒森田和紙内
森田清武 まま（341)0123 

長 野 県 人 4立』主 大田禎二 T607春山科区安朱中溝町23-3ホワイトピア
小林善 合（594)7848

栃 木 県 人 ~ 五味淵礼コ T616右尽区梅津徳丸町14-6
横塚紀夫 まま（871)4412

静 岡 県 人 会 渡辺 久 T604修中泉区丸太町通堺町西佐竹ビ／レ3F杉山不動産鑑E定事（2務56所
杉山 )2661 

岐 阜 県 人 ~ 坪井琢二 T600下尽区猪熊通五条下ル尽岐側内
坪井琢二 含（361)9311 

滋 賀 県 人 ~』~ 増山義＝郎 T605東山区二条通白川橋東2丁目尽都滋賀県人会館内
県人会事務局大沢昭 ft (761) 6755 

和歌 山 県人会 鈴木 一 T612伏見区桃山南大島町33405 
鈴木一 ft(621)5203 

兵 庫 県 人 会 矢尾政市 T601南区上鳥羽北中ノ坪町3丸昭運送内
矢尾政市 霊堂（681)9796 

鳥 取 県 友 ~ 悔 福田 光 T530大阪事市北所区梅田11 3 2200駅則第3ビル22F
鳥取県大阪務 ft06(341)3955 

島 根 県 人 ~除' 佐々木照允
T612伏見区深草川久保町5-15
漆原光芳 まま（641)6329

岡 山 県 人 4立』主 田辺哲崖 T601南区西九条菅田町15Ji＂都ニ菱自動車販売側内
浅野間正典 まま（662)7611 

広 島 県 人 4ヨ』玄 麻生文雄 T604作中原、区両替町通御池上ル側深田内
i菜回flj; ft(211) 1291 

山 ロ 県 人 dヨh玄悔 平井芳人 T601南区吉祥院新聞弐ノ段町1051泰明染色内
原因洋嗣 まま（671)凹70

徳 島 県 人 ~』~ 美馬 陽 T607山科区大宅山田96側協立工務店内
竹漂利通 ft(573)6607 

さ ぬ き 会（香川） 片岡憲男
T602上尽区丸太町通衣棚西入玉植町2221 
片岡経営事務所 ft(256)1880 

高 実日 県 人 4立』主 大西健一 T61会5右事務京区嵯峨天龍寺造路町33大都産業側内
県人 局 告（872)5111

愛 媛 県 人 ~玄.. 美 j農民人 T615右尽区西尽極豆田町29竹菱電機鮒内
佐竹良 ft(325)2116 

ネ盲 岡 県 人 会 品岩 j炎
T607山科区小山姫子町30-5
石井勲 合 （592)4045

佐 賀 県 人 dヨ』玄 中尾芳雄 T617長岡尽市長岡一丁目8番7号
中村一弘 合 （951)3434 

長 崎 県 人 ~』~ 田上定勝 T604中イ尽区四条大宮錦大宮町130メゾンドール四条大宮307
京都ロヤルファッション内 西田松子 宮 （841)7840

熊 本 県 人 ~ 右田 明 T606左正式区下鴨松ノ木町51
藤本忠雄 宮 (722)6164

大 分 県 入 ~』~ 川 原陸郎 T600宜康下尽区綾小路室町西入アネックス尽都4FB
f喬i尺 霊堂（341)3941 

F昌晶『 崎 県 人 ~』玄 近藤至伸 T606左尽区下鴨宮崎町30
荒内研吾 ft (711) 3867 

鹿児 島県人会 稲盛和夫 T600下事尽区四条通室町東入ケイアイ興産内
県人会務局 まま（256)6056

沖 縄 県 人 ~』玄 松田州弘 T617南区吉祥院西ノ庄向田町6ルミエール葛野大路713
松田州弘 合（321)6427 



っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

京
都
国
際
映
画
祭
り
が
9
月

「

特

別

招

待

作

品

の

上

映

」

、

展

示

さ

れ

る

文

化

財

は

、

中

凶
日
か
ら
叩
月
2
日
ま
で
の
9
ア

ジ

ア

各

国

の

優

れ

た

作

品

を

一

国

か

ら

一

級

文

物

（

国

宝

）

同

日
間
、
南
座
、
京
都
会
館
を
は
上
映
す
る
「
ア
ジ
ア
秀
作
映
画
一
件
を
含
む
百
二
十
件
（
二
百
二

ス一

じ
め
京
都
市
市
内
の
各
劇
場
、
週
潤
」
、
京
都
ゆ
か
り
の
世
界
一
十
点
）
と
、
日
本
側
か
ら
国
宝

二

映
画
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
的
映
画
人
の
参
加
に
よ
る
「
国
一

・
重
要
文
化
財
多
数
を
合
む
約

二

一
八
九
五
年
、
パ
リ
で
シ
ネ
際
映
像
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
京
一
百
五
十
点
。
な
か
で
も
最
高
の

べ
一
マ
ト
グ
ラ
フ
が
発
表
さ
れ
、
二
都
ゆ
か
り
の
時
代
劇
三
一
大
巨
匠
一
名
品
と
さ
れ
る
「
法
門
寺
塔
地

二一

年
後
の
一
八
九
七
年
に
は
上
映
「
伊
藤
大
輔
」
「
内
田
吐
夢
」
一
宮
秘
宝
」
が
中
国
政
府
の
特
別

立

会
が
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
溝
口
健
三
の
代
表
的
作
品
一
京
都
府
と
中
国
映
西
省
の
友
許
可
を
受
け
て
展
示
さ
れ
る
ほ

ど一

そ
の
後
、
京
都
は
日
本
映
画
製
を
上
映
し
、
各
作
品
に
ち
な
ん
一
好
提
携
叩
周
年
記
念
も
兼
ね
か
、
コ
ン
ビ
ュ
タ
l
技
術
に
よ

さ一

作
の
一
大
中
心
地
と
な
り
、
約
だ
男
優
、
女
優
等
ゲ
ス
ト
を
迎
一
て
、特
別
展
覧
会
「
大
唐
長
安
展
る
長
安
城
復
元
映
像
や
、
悲
劇

る一

百
年
後
に
建
都
千
二
百
年
を
迎
え
て
の
「
N
I
P
P
O
N
C
一
上
尽
都
の
は
る
か
な
源
流
を
た
の
皇
子

・
章
懐
太
子
李
賢
の
実

ふ
一
映
画
問
年
に
京
都
国
際
映
画
祭

一

悠
久
の
都
ヘ
誘
う
大
唐
長
安
展

者

一え
た
わ
け
で
す
。
こ
の
間
府
・

I
N
E
M
A
W
E
E
K」
ハ
一
ず
ね
る
｜
」
が
9
月
9
日
か
ら
物
大
復
元
が
配
置
さ
れ
、
鑑
賞

京

一市
民
と
と
も
に
歩
ん
だ
京
都
の
イ
ビ
ジ
ョ
ン
関
係
団
体
お
よ
び
一
日
月
幻
日
ま
で
即
日
問
、
京
都
者
を
は
る
か
な
過
去
へ
と
い
ざ

一映
画
文
化
と
、
創
造
の
魅
力
あ
映
像
界
が
結
集
し
、
現
状
と
展
一
文
化
博
物
館
（
京
都
市
中
京
区
な
い
ま
す
。

一る
舞
台
と
し
て
の
京
都
を
国
際
望
を
シ
ア
タ
ー
上
映
す
る
「
ハ
ニ
二
条
高
倉
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
唐
の
喫
茶
文
化
と
わ

一的
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
映
像
イ
ビ
ジ
ョ
ン
フ
ェ
ス
夕
刊
出
」
ほ
一
奈
良

・
平
安
時
代
の
わ
が
国
が
国
の
伝
来
を
通
じ
て
「
利
休

一文
他
の
未
来
展
望
を
探
る
も
の
か
、
映
画
誕
生
百
年
記
念
に
ふ
一
に
と
っ
て
、
大
唐
の
都
・
長
安
以
前
」
の
茶
道
に
迫
る
コ
l
ナ

一で
す
。
主
な
内
容
は
、
世
界
各
さ
わ
し
い
多
彩
な
催
し
が
展
開
一
は
、
限
り
な
い
夢
と
あ
こ
が
れ

ー
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
で

一国
か
ら
映
画
作
品
を
公
募
し
、
さ
れ
ま
す
。
詳
細
の
問
い
合
わ
一
の
的
で
し
た
。
わ
が
先
人
た
ち
開
催
さ
れ
る
中
国
歴
史
展
と
し

一グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
7
つ
の
賞
を
せ
先
は
（
8
6
4）
7
7
8
1
一
は
遣
唐
使
の
派
遣
を
通
じ
て
、
て
は
、
最
大

・
最
高
の
物
で
す
。

一決
定
す
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
リ
東
映
京
都
ス
タ
ジ
オ
内

・
京
一
文
化
を
吸
収
す
る
こ
と
に
っ
と
入
場
料
H
大
人
千
二
百
円
（
八

一ナ
ル

・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
、
都
国
際
映
画
祭
推
進
委
員
会
事
一
め
た
の
で
す
。
平
安
京
が
今
の

O
O円
）
大
・
高
生
八
百
円
（
六

一
平
成
6
年
以
降
、
日
本
で
公
開
務
局
ま
で
。
一
京
都
の
出
発
点
で
あ
っ
た
と
す

O
O円
）
中

・
小
生
四
百
円
（
三

一予

定

の

話

題

作

な

ど

上

映

し

、

る

な

ら

ば

、
唐
の
長
安
は
そ
の

O
O円
）
カ
ッ
コ
内
は
前
売
り
。

一府

市

民

の

人

気

投

票

を

行

う

平

安

京

の

は

る

か

な

源

流

で

あ

休

館

日

は

隅

週

の

水

曜

日

。

(8) 

オ
ラ
ト
リ
オ

・
京
都
1
2
0

0
〈
伝
統
と
創
生
〉
が
9
月
口

日
午
後
7
時
か
ら
左
京
区
岡
崎

の
京
都
会
館
第
一
ホ
l
ル
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

京
都
千
二
百
年
の
歴
史
を
雅

楽
、
声
明
、
平
曲
、
能
楽
な
ど

作
曲
は
黛
敏
郎
、
構
成

・
演
出

H
藤
田
敏
雄
、
指
揮
H
井
上
道

義
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
H
西
村
晃

の
み
な
さ
ん
。
入
場
料
は
A
席

四
千
円
、

B
席
三
千
円
。
前
売

オ
ラ
ト
リ
オ
八
伝
統
と
創
生
〉

基
調
に
未
来
へ
の
可
能
性
を
壮

大
な
オ
ラ
ト
リ
オ
と
し
て
、
伝

統
音
楽
を
京
都
に
ま
つ
わ
る
詩

歌
や
、
文
字
を
織
り
込
み
な
が

ら
叙
情
的
に
謡
い
上
げ
ま
す
。

平成6年 7月30日第 36号

り
券
は
京
都
会
館
内
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
、
各
大
学
生
協
な
ど
で
発

売
中
で
す
。

な
お
問
合
せ
先
は
、
記
念
オ

ラ
ト
リ
オ

・
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ

ー

H
0
1
2
0
・
0
6
・
0
9

1
7H
ま
で
。
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